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Ⅰ 全体評価 

 

（全体としての評価結果） 

  中期計画の達成に向けて計画どおり進んでいると認められる。 

 

 富山県立大学は、平成２年４月に日本海側初めての工学系公立大学とし

て開学して以来、教育、研究、地域連携等を積極的に推進し、多くの有為

な学生を社会に輩出するなど、地域及び産業の振興に大きな役割を果たし

てきている。 

 一方で、少子化を背景とした大学間競争の激化や、ビッグデータの活用、

ＡＩ・ＩｏＴ等のデジタル化の進展、さらにはグローバル社会への対応な

ど、これまで以上に教育・研究・地域貢献活動を充実・強化し、地方創生

の一翼を担うとともに、県民や地域の期待に応える魅力ある大学づくりの

推進が求められている。 

こうしたなか、富山県はもとより、日本と世界の学術文化の向上と地域

及び産業の振興、社会の発展に寄与することを目的とし、平成 27 年４月

に公立大学法人富山県立大学（以下「法人」という。）に移行した。 

第１期中期目標期間（平成 27 年度～令和２年度）においては、「学生を

大きく伸ばす教育力の高い大学」「未来を志向した高度な研究を推進する

大学」「広く開かれ地域社会に貢献する大学」の３つの基本目標の実現に

向け取組みを進めた。特に教育面においては、医薬品工学科や知能ロボッ

ト工学科の設置をはじめ各学科の拡充、看護学部の新設、最新の実験設備

を導入した中央棟の整備などに取り組み、中期目標全体の達成状況は良好

という結果であった。 

令和３年度からは第２期中期目標期間（令和３年度～令和８年度）がス

タートし、目標期間５年目となる令和７年度においても中期目標及びそれ

に伴う中期計画で定めた数値目標を見据えながら、活気と魅力あふれる大

学づくりに取り組んでおり、その業務実績は全体として高く評価できる。 
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 特に評価する事項として、「大学院情報工学研究科」の令和８年４月開

設に向け着実に準備を行うとともに、データサイエンスやＡＩ分野の高度

な教育・研究を実践するための設備を備えた情報工学研究棟を整備し、産

学官による分野横断的な共同研究を推進する「グリーン×ＡＩ教育研究拠

点」を開設するなど、教育・研究基盤の充実を図った。 

また、令和７年４月に開設した大学院看護学研究科博士後期課程におい

て、高度な看護人材の育成に取り組んだほか、企業向けオーダーメイド講

座や寄付講座等の社会人向け教育を積極的に実施するなど、地域や産業界

のニーズに応じた人材育成に貢献した。 

さらに、各学科の教員が科学研究費補助金をはじめとする競争的研究資

金に積極的に応募し、外部資金の獲得に努めるとともに、受託研究及び共

同研究件数についても高い水準を維持するなど、地域や企業との連携を着

実に推進した。 

 

今後の課題としては、県内入学者の確保や卒業生の県内就職・定着につ

いて、これまでの実績や社会情勢を踏まえた上で、現状に即した目標設定

を検討することが望まれる。 

また、留学生の受入れや学生の海外派遣・海外体験者数が目標を下回っ

ていることから、留学生の受入れから県内就職・定着までを見据えた一体

的な国際化の取組を一層推進することが望まれる。 

さらに、不適切事案や情報セキュリティ事案を踏まえ、内部管理体制及

び組織横断的なリスク管理体制を強化し、再発防止と情報セキュリティ対

策の充実を図ることが求められる。 

 

今回の法人の自己評価による業務の見直しと併せて、この委員会の評価

結果を法人の業務運営の効率化等のために積極的に活用し、教育研究の一

層の充実や地域社会に貢献する大学づくりを推進することで、中期目標が

着実に達成されることを期待する。 
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Ⅱ 項目別評価 

 

１ 教育に関する目標 

  (1)  評価結果 

評価 Ｓ   (中期計画の達成に向けて)特筆すべき進捗状況にある。 

  

(2) 評価の判断理由 

     教育に関する目標を達成するための措置として年度計画に記載

された 73 項目のうち、９項目が「Ⅳ 計画を上回って実施している」、

63 項目が「Ⅲ 概ね計画どおりに実施している」、１項目が「Ⅱ 計

画をやや下回っている」と認められた。計画をやや下回る項目があ

るものの、令和８年４月の大学院情報工学研究科開設に向けた取組

や、情報工学研究棟の整備による教育・研究環境の充実などを総合

的に検証し、(1)に記載の評価に相当すると判断した。 

 

  (3)  特に評価する事項 

・データサイエンスの専門教育を実践するための設備や産学官によ 

る分野横断的な共同研究を推進するための「グリーン×ＡＩ教育 

研究拠点」等を備えた「情報工学研究棟」の建設を完了した。 

   ・ＤＸ教育研究センターを拠点に、デジタル化の進展に対応した産 

学官金の連携による教育研究の推進に取り組み、センターの事業 

趣旨に賛同し、ＤＸ人材の育成や産学官連携による教育・人材育 

成などに関わるアソシエイト会員制度は、令和７年度に 14 人（９ 

社）の登録を得た。 

・工学部及び情報工学部では、進路ガイダンス（７回開催）、企業を 

知る木曜日（シルモク）（30 社延べ 472 名）、学内合同企業研究会 

（278 社）、個別の就職指導を通して、継続的なキャリア形成を強 

化した。 

・看護学部では、県内医療機関等説明会や県内病院見学ツアー、若

手看護師との交流会の開催に加え、各種セミナー、就職・進学の
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ための個別支援を実施した。 

・新たに開設した大学院看護学研究科博士後期課程において２名の

学生、課程変更した博士前期課程には９名の学生を受け入れ、高

度な看護人材の育成に取り組んだ。 

 

(4) 今後の課題とする事項 

県内入学者の確保や卒業生の県内就職定着については、一定の

成果が認められるものの、目標値と実績との乖離も見られる。次

期中期目標・中期計画の策定に当たっては、これまでの実績や社

会情勢を踏まえ、現状に即した目標設定を検討することが望まれ

る。 

  

２ 研究に関する目標 

(1)  評価結果 

評価 Ａ (中期計画の達成に向けて)計画どおり進んでいる。 

   

 (2) 評価の判断理由 

        研究に関する目標を達成するための措置として年度計画に記載

された 30 項目のうち、５項目が「Ⅳ 計画を上回って実施している」、

24 項目が「Ⅲ 概ね計画どおりに実施している」、１項目が「Ⅱ 計

画をやや下回っている」と認められた。計画をやや下回る項目があ

るものの、大学院情報工学研究科の設置や新研究拠点の開設に向け

た準備等を総合的に検証し、(1)に記載の評価に相当すると判断し

た。 

 

  (3)  特に評価する事項 

・ロボットによるバイタルサイン計測のＤＸ化など、工学部・情 

報工学部の教員と看護学部の教員による共同研究を実施し、工学 

と看護学の融合による、県立大学ならではの特色ある看工連携研 

究を推進した。 



5 

・より専門的かつ高度なデジタル人材を早期から地域や社会へ輩出 

できるよう、令和８年４月の大学院情報工学研究科設置及び工学 

研究科再編に向けた各種準備を進めた。 

・大学院情報工学研究科開設等に関する事業計画が採択された文部

科学省支援事業（５年で 7.5 億円）を活用し、新研究拠点建設に

向けた実施設計を行った。 

 

(4) 今後の課題とする事項 

教員による学会等への不正参加があったことについては、事務処 

理や内部管理体制について適時・適切な見直しを行うとともに、再 

発防止に向けた取組みを着実に進めることが必要である。 

 

 ３ 地域貢献に関する目標 

(1)  評価結果 

評価 Ｓ (中期計画の達成に向けて)特筆すべき進捗状況にある。 

 

(2) 評価の判断理由 

地域貢献に関する目標を達成するための措置として年度計画に 

記載された 40 項目のうち、３項目が「Ⅳ 計画を上回って実施して 

いる」、37 項目が「Ⅲ 概ね計画どおりに実施している」と認めら 

れた。すべてⅣまたはⅢの評価であることや、社会人向けセミナー 

受講者数や地域課題解決に向けた企業、ＮＰＯ等などの連携団体数 

の大幅な増加などを総合的に検証し、(1)に記載の評価に相当する 

と判断した。 

 

  (3)  特に評価する事項 

 ・企業ニーズ等に応じたセミナーを継続して実施し、県大発キャリ 

アアップ支援講座を４コース実施し、企業等から 55 名、企業向け 

オーダーメイド講座には７企業・団体から申込みがあり、延べ 344 

名が参加するなど、企業人材育成支援の充実を図った。 
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    ・県内企業の実務者を対象に、企業版ふるさと納税を活用した寄附

講座「バイオ医薬品人材育成講座」を開設し、新卒教育プログラ

ム（６企業、44 名参加）をはじめ、社会人アップスキリングコ

ース（座学、実習）やアドバンストコース（各分野の専門家によ

る講義）などを実施するとともに、次年度の学生向け講座の開設

等に向けたカリキュラムの検討を進めた。 

 

(4) 今後の課題とする事項 

留学生数や学生の海外体験者数が目標を下回っていることから、 

要因を分析し、国際化に向けた取組みの一層の充実を図ることが望 

まれる。協定校の拡充や留学生への支援策の充実を図るとともに、 

県内企業とも連携し、留学生の受入れから県内定着までを見据えた 

取組みを検討されたい。 

 

 ４ 業務運営の改善及び効率化に関する目標 

(1)  評価結果 

評価 Ａ (中期計画の達成に向けて)計画どおり進んでいる。 

 

(2) 評価の判断理由 

       業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するための措置と 

して年度計画に記載された 17 項目のうち、２項目が「Ⅳ 計画を上 

回って実施している」、15 項目が「Ⅲ 概ね計画どおりに実施してい 

る」と認められた。すべてⅣまたはⅢの評価であることや、機動性 

の高い大学運営を推進したことなどを総合的に検証し、(1)に記載の 

評価に相当すると判断した。 

 

(3)  特に評価する事項 

・機動性の高い大学運営を推進するため、法人運営に関することは

理事長、教育研究に関することは学長が担当するなど、理事長と

学長の役割分担を明確にし、それぞれの責任のもとでリーダーシ
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ップを発揮して、迅速に意思決定を行った。また、工学部、情報

工学部及び看護学部の連携や統一的な大学運営に努めた。 

・副学長３名（教育研究担当、情報戦略担当及びコンプライアンス

担当）及び学長補佐４名を設置し、学長の補佐体制を大幅に強化

した。 

・事務処理の効率化を図るため、電子決裁の試行的導入など、業務

のデジタル化を推進した。 

 

５ 財務内容の改善に関する目標 

   (1)  評価結果 

評価 Ｓ (中期計画の達成に向けて)特筆すべき進捗状況にある。 

    

(2) 評価の判断理由 

財務内容の改善に関する目標を達成するための措置として年度 

計画に記載された 10 項目のうち、１項目が「Ⅳ 計画を上回って実 

施している」、９項目が「Ⅲ 概ね計画どおりに実施している」と認 

められた。すべてⅣまたはⅢの評価であることや、財務状況の安定 

化に努めたことや大学の保有資産の効果的な運用を行ったことな 

どを総合的に検証し、(1)に記載の評価に相当すると判断した。 

 

 (3)  特に評価する事項      

・各学科において、科学研究費補助金やＮＥＤＯプロジェクトの資

金を獲得したほか、環境・社会基盤工学科では、ＪＳＴ創発的研

究支援事業、ＪＳＰＳ国際共同研究強化および海外招聘研究員

（長期）、内閣府ムーンショットプロジェクト（分担）に応募し

採択されるなど、国の教育、研究の大型プロジェクトに積極的に

応募し、資金獲得に努めた。 

・大学のブランドイメージの向上を図るとともに、教育研究環境の

充実や施設の維持管理に必要な財源を得るため、大学の施設を活

用したネーミングライツ事業等を実施し、命名権料等の自己財源
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の確保に努めた。 

 

６ 自己点検評価及び情報の提供に関する目標 

   (1)  評価結果 

評価 Ｓ (中期計画の達成に向けて)特筆すべき進捗状況にある。 

   

 (2) 評価の判断理由 

        自己点検評価及び情報の提供に関する目標を達成するための措置 

として年度計画に記載された４項目のうち、１項目が「Ⅳ 計画を上 

回って実施している」、３項目が「Ⅲ 概ね計画どおりに実施してい 

る」と認められた。すべてⅣまたはⅢの評価であることや、ＳＮＳ 

等を活用した積極的な広報活動を行ったことなどを総合的に検証し、 

(1)に記載の評価に相当すると判断した。  

 

(3)  特に評価する事項   

 ・教育研究活動と業務運営について、令和６年度業務実績及び中期

目標期間終了時に見込まれる業務実績に係る自己評価を実施し、

富山県公立大学法人評価委員会の評価を受審した。また、評価結

果をホームページで公表するとともに、改善を進めるため学内全

教職員へ周知した。 

・大学案内パンフレットや保護者向けパンフレット等の広報ツール 

の作成・配布に加え、電車の中吊り広告や駅構内デジタルサイネ 

ージ広告の掲出などの広報活動を実施した。 

・ＷＥＢ広告では、県内外の学生・保護者向け及び産学連携の推進 

を目的としたＰＲ動画を新たに制作し、令和７年 12 月からＹｏ 

ｕＴｕｂｅ広告で発信した。ＷＥＢ広告動画表示回数は令和８年 

２月末で 328 万回を超え、大学の認知度向上に大きく寄与した。 

 

 ７ その他業務運営に関する目標 

   (1)  評価結果 
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評価 Ｂ (中期計画の達成に向けて)概ね計画どおり進んでいる。 

 

(2) 評価の判断理由 

その他の業務運営に関する目標を達成するための措置として年度

計画に記載された 12 項目のうち、２項目が「Ⅳ 計画を上回って実

施している」、９項目が「Ⅲ 概ね計画どおりに実施している」、１項

目が「Ⅱ 計画をやや下回っている」と認められた。短期間に複数の

不適切事案や情報セキュリティ事案が発生したことは、大学の管理

体制全体に関わる問題として重く受け止める必要があると考え、(1)

に記載の評価に相当すると判断した。 

 

  (3)  特に評価する事項      

・災害時に学生及び教職員が迅速かつ的確に所定の行動ができるよ

う、学生や教職員（約３千人）を対象に、安否確認システムを用

いた安否確認訓練を実施するとともに、射水、富山キャンパス間

で連携した訓練を行った。 

・富山キャンパスにおいて、災害発生時に帰宅困難となった学生が

学内に一時滞在できるよう、食料や防寒具等の備蓄物資を購入し、

危機管理体制の充実・強化を図った。 

 

(4) 今後の課題とする事項 

短期間に複数の不適切事案や情報セキュリティ事案が発生した 

ことを踏まえ、大学の内部管理体制やリスク管理については、より 

一層の強化が必要である。個別事案への事後対応にとどまらず、組 

織横断的なリスク管理の推進や、予防的な情報セキュリティ対策の 

強化を図るとともに、異常を早期に検知し、被害を最小限に抑える 

ための体制整備に取り組むことが重要である。また、専門的知見を 

有する外部の第三者による評価や診断を積極的に活用し、客観的な 

視点からセキュリティ対策の実効性を高めることが求められる。 
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〈参考１〉 小項目評価の集計結果 

Ⅳ Ⅲ Ⅱ Ⅰ
計画を上回って
実施している

概ね計画どおり
に実施している

計画をやや
下回っている

計画を大幅に
下回っている

第１ 教育に関する目標を達成
するための措置 73 9 63 1

第２ 研究に関する目標を達成
するための措置 30 5 24 1

第３ 地域貢献に関する目標を
達成するための措置 40 3 37

第４ 業務運営の改善及び効率
化に関する目標を達成す
るための措置

17 2 15

第５ 財務内容の改善に関する
目標を達成するための措
置

10 1 9

第６ 自己点検評価及び情報の
提供に関する目標を達成
するための措置

4 1 3

第７ その他業務運営に関する
目標を達成するための措
置

12 2 9 1

合　　　　　　　計 (※)186 23 160 3 0

(※) 再掲の項目を含む。

評価対象
項目数

（小項目）

評価等
大項目

 

 

〈参考２〉 項目別評価の結果 

Ｓ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

特筆すべき
進捗状況にある

計画どおり
進んでいる

概ね計画どお
り進んでいる

やや遅れて
いる

重大な改善
事項がある

第１ 教育に関する目標を達成
するための措置 〇

第２ 研究に関する目標を達成
するための措置 〇

第３ 地域貢献に関する目標を
達成するための措置 〇

第４ 業務運営の改善及び効率
化に関する目標を達成す
るための措置

〇

第５ 財務内容の改善に関する
目標を達成するための措
置

〇

第６ 自己点検評価及び情報の
提供に関する目標を達成
するための措置

〇

第７ その他業務運営に関する
目標を達成するための措
置

〇

評価

大項目

 


